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和
気
あ
い
あ
い
の
間
に
、
市

民
の
皆
様
と
共
に
光
栄
あ
る
昭

和
三
十
六
年
を
祝
福
し
、
こ
こ

に
盃
を
高
く
挙
げ
て
、
謹
ん
で

皆
様
の
御
健
康
と
御
幸
福
を
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
私
の
市
長
就

任
二
年
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た

が
、
内
外
情
勢
の
変
遷
は
、
物

情
騒
然
た
る
姿
で
あ
り
ま
し
た

日
米
新
安
保
条
約
の
成
立
に

は
じ
ま
り
、
三
井
、
三
池
の
大

争
議
、
浅
沼
委
員
長
の
刺
殺
、

チ
リ
津
波
、
ハ
ガ
チ
ー
事
件
及

び
ア
イ
ク
訪
日
阻
止
、
浩
宮
誕

生
、
皇
太
子
夫
妻
の
外
遊
、
病

院
ス
ト
、
池
田
内
閣
の
成
立
、

国
外
で
は
、
独
立
す
る
ア
フ
リ

カ
コ
ン
ゴ
、
ラ
オ
ス
、
ネ
パ
ー

ル
、
エ
チ
オ
ピ
ヤ
の
問
題
、
李

承
晩
政
権
の
崩
壊
等
食
考
え
て

み
た
だ
け
で
も
ひ
し
ひ
し
と
は

だ
に
感
ず
る
内
外
の
動
き
で
あ

り
ま
し
た
が
十
一
月
二
十
日
に

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
て
、
さ
し
も
騒
然
た
る
世

相
も
冷
静
を
と
も
り
戻
し
ま
し

た
こ
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て

当
市
よ
り
大
高
先
生
の
三
回
目

の
当
選
は
誠
に
お
目
出
た
く
、

ﾉ'．

メ ､1

こ
こ
に
中
央
と
高
萩
市
と
の
か

け
橋
が
出
来
ま
し
て
、
今
後
先

生
の
御
配
慮
を
頂
き
ま
し
た
な

ら
高
萩
市
の
得
る
と
こ
ろ
ま
こ

と
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
信

じ
ま
す
。

勿
論
末
端
の
市
政
を
あ
づ
か

る
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も

国
内
外
の
政
局
の
変
化
に
と
も

な
っ
て
来
る
主
要
政
策
の
変
化

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
国
の
主
要

方
針
に
の
っ
と
り
私
ど
も
の
高

萩
市
も
よ
り
住
み
よ
い
街
に
建

設
す
る
た
め
日
夜
努
力
致
し
て

お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
は
市
内
道
路
の
舗
装
工
事

を
は
じ
め
、
市
営
住
宅
の
建
築

秋
山
中
学
校
の
建
築
、
黒
牛
の

導
入
、
都
市
計
画
に
よ
る
高
萩

陸
橋
の
完
成
、
消
防
の
全
機
械

化
等
主
要
施
策
と
し
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
市
の
財
政

情
況
と
に
ら
み
あ
わ
せ
て
の
事

業
で
あ
り
ま
す
の
で
市
民
の
皆

様
の
御
期
待
に
添
い
得
な
い
点

が
多
食
あ
っ
た
事
を
考
え
深
く

反
省
し
て
居
る
次
矛
で
あ
り
ま

す
。
さ
て
、
昭
和
三
十
六
年
の
事

年
頭
の
こ
と
ば

高
萩
市
長業

と
致
し
ま
し
て
は
、
毎
年
の

こ
と
な
が
ら
消
費
的
経
費
の
節

減
を
計
り
、
大
い
に
諸
事
業
の

開
発
に
努
力
致
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
秋
山
中
学
校

の
増
築
、
磯
道
踏
切
の
改
設
、

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
、
松

岡
小
学
校
の
改
築
、
し
尿
処
理

場
の
新
設
、
花
貫
川
河
口
の
導

流
堤
の
建
設
、
ダ
ム
の
建
設
、

消
防
貯
水
池
の
完
備
、
林
道
、

農
道
の
改
修
開
発
、
へ
き
地
診

嫌
所
の
新
設
、
舗
装
の
継
続
、

橘
梁
の
改
築
等
々
で
あ
り
ま
す

こ
れ
ら
の
施
策
を
強
力
に
実
施

す
る
た
め
目
下
、
私
ど
も
の
全

能
力
を
動
員
致
し
ま
し
て
い
ろ

い
ろ
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
御

承
知
の
如
く
、
市
財
政
貧
困
の

折
で
あ
り
ま
す
の
で
市
民
の
皆

様
の
な
お
一
層
の
御
協
力
御
支

援
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
市
議
会
に
お
き
ま
し
て

も
特
に
綜
合
開
発
審
議
会
と
高

校
新
設
審
議
会
を
設
け
ま
し
て

綜
合
開
発
及
び
教
育
に
力
を
入

れ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。最
後
に
、
重
ね
て
皆
様
の
御

多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て

新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す

薑
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矛
四
回
高
萩
市
議
会
定
例
会

は
十
二
月
十
五
日
か
ら
五
日
間

の
会
期
を
も
っ
て
市
議
会
議
場

に
お
い
て
開
か
れ
た
。

矛
一
日
（
十
五
日
）
に
は
選

挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
補

充
貝
の
任
期
満
了
に
よ
る
改
選

を
行
い
議
会
内
部
の
民
主
的
な

意
見
を
充
分
と
り
入
れ
地
区
的

党
派
的
配
分
を
熟
噛
の
上
に
選

考
委
員
会
の
推
進
に
よ
っ
て
次

の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
当
選
決
定

し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員

高
萩
市
大
和
町
ニ
ノ
三

（
無
所
属
、
商
業
）

・
神
長
吉
衛

明
治
甥
年
２
月
郡
日
生

高
萩
市
高
浜
町
ニ
ノ
ニ

（
日
本
社
会
党
、
会
社
員
）

松
下
定
雄

大
正
６
年
賜
月
Ⅳ
日
生

高
萩
市
大
字
若
栗
一
三
八

（
無
所
属
、
郵
便
局
長
）

広
木
允
明

大
正
元
年
ｎ
月
１
日
生

高
萩
市
大
字
赤
浜
六
三

（
無
所
属
、
農
業
）

細
金
繁

明
治
弧
年
６
月
Ｈ
日
生

○
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

高
萩
市
大
字
大
能
五
六

（
自
由
民
主
党
、
農
業
）

鈴
木
司
郎

大
正
皿
年
５
月
８
日
生

高
萩
市
大
字
高
戸
一
九
六

一
一
（
無
所
属
、
農
業
）

オ
四
回
市
議
会
定
例
会
開
く

昭
和
三
十
四
年
度
高
萩
市
才
入
才
出

決
算
認
定
な
ど
十
一
案
件
を
可
決

柴
田
勉

大
正
４
年
５
月
蝿
日
生

高
萩
市
大
字
安
良
Ⅲ
〈
完

（
無
所
属
、
商
業
）

沼
野
義
次

明
治
甥
年
５
月
４
日
生

高
萩
市
大
字
高
萩
六
○
○

（
無
所
属
、
会
社
員
）

弓
野
亀
松

明
治
鈴
年
１
月
５
日
生

つ
づ
い
て
昭
和
三
十
四
年
度

高
萩
市
才
入
才
出
決
算
認
定
に

つ
い
て
ほ
か
九
案
件
を
一
括
上

程
し
報
告
並
び
に
議
案
の
朗
読

と
説
明
を
行
い
質
疑
応
答
に
入

っ
た
終
始
活
発
な
質
疑
が
あ
り

の
ち
に
各
案
件
を
常
任
委
員
会

に
付
託
し
た
。
最
後
に
大
和
田

監
査
員
か
ら
定
期
監
査
に
対
す

る
報
告
が
あ
っ
て
午
後
三
時
二

十
七
分
散
会
し
た
。

本
会
議
矛
二
日
目
は
十
七
日

に
開
会
し
最
初
に
各
部
常
任
委

員
長
か
ら
請
願
陳
情
書
並
び
に

報
告
議
案
等
の
群
査
の
経
過
と

結
果
の
報
告
が
あ
っ
た
の
ち
市

長
か
ら
秋
山
中
学
校
矛
二
期
工

事
に
係
る
追
加
予
算
等
四
議
案

が
提
出
さ
れ
こ
れ
を
日
程
に
追

加
し
て
議
題
に
供
し
い
づ
れ
も

全
員
異
議
な
く
可
決
承
認
し
た

午
後
二
時
三
十
分
全
議
案
を
議

了
し
た
の
で
会
期
を
繰
り
上
げ

て
本
会
議
を
閉
会
し
た
。

付
議
事
件
は
次
の
と
お
り
で

あ
る報
告
才
三
号
昭
和
三
十
四

年
度
高
萩
市
才
入
才
出
決
算
認

昭和35年度追加更正予算
才 入

定
に
つ
い
て

報
告
矛
四
号
昭
和
三
十
四

年
度
高
萩
市
都
市
計
画
事
業
費

特
別
会
計
才
入
才
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

報
告
矛
五
号
昭
和
三
十
四

年
度
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
事

業
費
特
別
会
計
才
入
才
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

報
告
才
六
号
昭
和
三
十
四

年
度
高
萩
市
と
畜
場
費
特
別
会

計
才
入
才
出
決
算
認
定
に
つ
い

て

（
別
掲
載
）

議
案
才
五
十
九
号
昭
和
三

十
五
年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追

加
更
正
予
算
に
つ
い
て

（
別
掲
故
）

議
案
才
六
十
号
市
道
路
廃

止
に
つ
い
て

識
案
矛
六
十
一
号
水
路
廃

止
に
つ
い
て

油
の
二
件
は
い
づ
れ
も
市
庁

舎
敷
地
内
に
あ
っ
た
道
路
並
び

に
水
路
を
敷
地
聴
備
に
伴
っ
て

廃
止
し
た
そ
の
事
件
決
議
事
項

で
あ
る

議
案
才
六
十
二
号
市
有
財
産

処
分
に
つ
い
て

本
件
は
大
能
小
学
校
教
転
員

住
宅
（
現
在
空
家
）
十
八
坪
を

科 目 ｜今回の追加額’ 計

31-762.00（地方交付税 州

州

一

岬

州

２
２
４

０
０
３
６

公営企業及財産収入 987.38（20

分担金及負担金 ０

船

冊

８
４
９
〃

８
１
０

３
６
６

６
７
月

国庫支出金 ９

０

６
－
１

地
元
消
防
団
か
ら
の
要
請
に
よ

っ
て
消
防
機
械
器
具
置
場
と
し

て
改
築
す
る
目
的
を
も
っ
て
無

償
払
下
げ
を
す
る
も
の
で
あ
る

議
案
矛
六
十
三
号
秋
山
中

学
校
々
舎
新
築
工
事
請
負
契
約

締
結
に
つ
い
て

本
件
は
秋
山
中
学
校
々
舎
才

一
期
工
事
請
負
契
約
の
締
結
事

項
で
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

契
約
金
額
一
千
七
百
六
十
万
円

契
約
相
手
日
立
市
助
川

日
立
土
木
株
式
会
社

社
長
須
田
要
之
助

施
行
期
間

自
昭
和
三
十
五
年
十
月
十
日

至
昭
和
三
十
六
年
三
月
廿
日

議
案
才
六
十
四
号
市
有
財
産

処
分
に
つ
い
て

本
件
は
滝
坂
下
の
市
有
女
子

寮
五
一
坪
七
合
五
勺
を
処
分
す

る
た
め
の
事
件
決
議
で
前
々
か

ら
地
主
よ
り
撤
去
し
て
貰
い
た

い
た
い
申
し
入
れ
が
あ
り
そ
の

た
め
こ
れ
を
適
正
価
格
で
縁
故

払
下
げ
を
す
る
も
の
で
あ
る

議
案
才
六
十
五
号
秋
山
中
学

校
舎
建
設
に
つ
い
て

本
件
は
昭
和
三
十
五
年
度
内

才
二
期
工
事
二
一
九
坪
三
合
六

県支 出 金 ９
０
６
０
５
０
句
ロ

０
０
０
２
７
８

２
－
２付 金 5.369.000奇

雑 収 入’ 192.380 3-(i97.287

27.42().()00
"| z00O"市

才入合計 ’ 21.683.049 266.577.27］

出才

議
長
に
小
松
正
治
氏

副
議
長
に
矢
代
良
三
氏

市
議
会
の
申
合
せ
に
よ
る
一
選
し
た
。
つ
型
い
て
前
副
議
長

年
交
替
制
議
長
選
を
め
ぐ
っ
て
豊
田
武
門
氏
の
辞
任
に
伴
う
副

去
る
十
二
月
五
日
に
市
議
会
臨
議
長
の
選
挙
を
行
い
投
票
の
結

時
会
を
開
い
た
。
果
矢
代
良
三
氏
が
副
議
長
に
当

冒
頭
に
前
議
長
鈴
木
藤
雄
氏
選
し
た
。
引
つ
づ
い
て
昭
和
三
十
五
年

”
謡
幽
摩
張
癖
燕
犀
誇
劉
謹
需
度
の
追
加
予
算
（
衆
識
院
議
員

つ
た
。
選
挙
は
投
票
に
よ
っ
て
認
榧
塞
翠
鐸
誇
姉
握
恥
漣
罐
趣

行
わ
れ
そ
の
結
果
大
多
数
を
も
し
午
後
四
時
四
十
五
分
閉
会
し

っ
て
小
松
正
治
氏
が
議
長
に
当
た
。

１
口

勺
を
建
設
す
る
た
め
の
事
件
決
処
分
に
つ
い
て

議
事
項
で
あ
る
本
件
は
肥
前
町
の
東
小
学
校

議
条
矛
六
十
六
号
中
学
校
北
側
に
あ
る
市
有
地
（
山
林
）

新
築
事
業
費
起
債
に
つ
い
て
一
、
二
○
八
坪
を
秋
山
中
学
校

本
件
は
秋
山
中
学
校
舎
矛
二
建
設
資
金
の
一
部
に
充
て
る
た

期
工
事
を
行
う
た
め
の
財
源
の
め
公
売
処
分
を
し
よ
う
と
す
る

一
部
と
し
て
大
蔵
省
資
金
運
用
も
の
で
あ
る

部
又
は
郵
政
省
簡
易
保
険
局
等
議
案
矛
六
十
八
号
昭
和
三

か
ら
一
千
万
円
の
範
囲
内
で
起
十
五
年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追

債
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
事
件
加
予
算
に
つ
い
て

決
議
事
項
で
あ
る
（
別
掲
載
）

議
案
矛
六
十
七
号
市
有
地
ｌ
議
会
事
務
局
Ｉ

目 今回の追加額

費 372.500

科
一
議 ０

－
２
’
５

計
一
理６ 市

議
会
臨
時
会

牛学

役 所 費| 2()0.()()01 33.168 粥0

費

費

６
０
９
０
６
ｌ
ｂ
■

７
４
２
４
８
８
１
２Ｊ

木
育

士
教

仇施設費

保健術
一
経

萱|ー生
済産業

財 産

統計調査 ｌ
費

一

費

金諸支 出

才出合計 | 21.683.0491 266.577.271

八戸へ

－4b4－

56()3.9月

21-959296

55-333.116

76.363.77

ひ1
t】.｣

25.〔

町イ
ピ,▲､

551．046

21.135.855

1．12(）

I.32

卜.116
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十
二
月
の
定
例
会
に
お
い
て

昭
和
三
十
四
年
度
一
般
会
計
並

び
に
特
別
会
計
才
入
才
出
の
決

算
の
認
定
を
得
ま
し
た
の
で
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
昭
和
三
十
四
年
度
は
人
椛
費
、

物
件
費
な
ど
経
常
的
経
徴
は
必

要
最
少
限
に
節
約
し
、
市
の
発

展
に
即
応
し
た
近
代
都
市
建
設

の
た
め
の
投
資
的
経
費
に
重
点

を
お
き
幾
多
の
大
事
業
を
施
行

し
て
行
政
水
準
の
向
上
を
は
か

り
つ
ょ
な
お
別
表
に
示
す
通
り

健
全
財
政
を
堅
持
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

即
ち
三
十
四
年
度
の
事
業
執
行

に
当
り
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も

の
は
逐
次
事
業
効
果
が
上
る
よ

う
慎
重
に
実
行
に
移
し
た
の
で

あ
り
ま
す
が
そ
れ
と
併
行
し
て

極
力
経
費
の
節
減
に
努
め
た
結

果
そ
の
支
出
総
額
は
予
算
に
比

し
九
五
、
八
％
に
止
め
得
た
の

で
あ
り
ま
す
。
他
面
才
入
に
つ

い
て
は
市
税
を
主
体
と
し
た
自

己
財
源
も
徐
左
に
増
加
し
て
各

項
目
と
も
予
算
計
上
額
を
確
保

す
る
よ
う
努
力
い
た
し
た
結
果

予
算
に
比
し
九
八
％
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
収
支
差
引
七
百

十
三
万
八
千
円
の
繰
越
額
を
得

健
全
財
政
の
精
神
を
貫
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険

斜
年
度
決
算
よ
り
見
た

市
の
台
所

事
業
決
算
に
つ
い
て
も
昭
和
三

十
四
年
度
は
初
め
て
の
実
施
年

度
で
あ
り
才
出
が
才
入
を
上
廻

る
の
で
は
な
い
か
と
甚
だ
危
倶

の
念
を
抱
い
た
の
で
あ
り
ま
す

が
幸
い
支
出
に
つ
い
て
も
予
算

計
上
額
を
下
廻
り
収
…
く
！
〃
、

謹
榴
購
齢
一
表
一

轆
雛
鰄
惑
一
攪
一
一

く
ま
し
た
が
こ
の
成
一
算

果
は
市
議
会
議
員
の
〈
決

一
度

全
面
的
な
協
力
及
び

市
の
執
行
部
を
中
心

と
す
る
職
員
さ
ら
に

年
》
４

市
民
の
悟
さ
ん
の
深

い
御
理
解
と
絶
大
な
（
。
》
和

蕊
蕊
蕊
》
剛

る
協
力
の
賜
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

》
…

住
皐
よ
い
街
づ
く
り

と
市
民
福
祉
の
増
進
に
最
善
の

努
力
を
つ
く
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す

三
十
四
年
度
に
行
っ
た
主
な

る
事
業
を
挙
げ
れ
ば
次
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

一
、
東
小
学
校
の
増
築

一
、
秋
山
小
学
校
増
改
築

一
、
秋
山
中
学
校
敷
地
売
収

一
、
立
体
交
差
の
建
設

一
、
県
童
公
園
の
設
置

一
、
都
市
計
画
事
業

一
、
失
対
事
業

一
、
横
川
国
有
林
払
下
事
業

一
、
耕
地
事
業
並
び
に
新
農
村

撮
興
建
設
事
業
。
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十
二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た

市
議
会
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

請
願
陳
情
書
を
当
該
委
員
会
へ

付
託
審
査
の
結
果
次
の
よ
う
な

意
見
及
び
結
論
が
出
さ
れ
執
行

機
関
に
送
付
し
た
。

一
、
石
垣
榊
築
並
び
に
道
路

改
修
に
関
す
る
陳
情
書

陳
情
者
大
字
下
手
綱
七
六
九

区
長
鈴
木
已
之
太
郎

外
九
名

来
年
度
失
対
事
業
の
箇
所
付

け
の
際
検
討
す
る
こ
と
上
し
新

年
度
財
源
と
に
ら
み
合
わ
せ
て

出
来
る
限
り
陳
情
の
趣
旨
に
沿

う
よ
う
努
力
す
る
こ
と

二
、
ネ
オ
ン
そ
の
他
街
路
灯

に
対
す
る
道
路
占
用
料
に

係
る
請
願
書

請
願
者
高
萩
商
店
街
連
合
会

会
長
小
松
正
治

外
十
九
名

請
願
の
意
を
解
し
て
要
望
の

箇
所
を
削
除
し
て
提
案
す
る
こ

と

三
、
安
良
川
東
町
道
路
並
び

に
新
町
道
路
舗
装
に
関
す

る
請
願
書

請
願
者
大
字
安
良
川

区
長
岩
間
保
雄

昭
和
三
十
六
年
度
財
政
で
出

来
得
れ
ば
実
施
さ
れ
る
こ
と
、

財
源
と
の
関
係
で
失
対
事
業
の

箇
所
付
け
に
つ
い
て
は
追
っ
て

検
討
す
る
こ
と
と
す
る

『
請
願
陳
情
書
』
は
ど
う
な
っ
た
か

委
員
会
審
査
状
況
報
告
Ｉ

四
、
猪
捕
獲
柵
設
置
に
関
す

る
陳
情
書

陳
情
者
大
字
上
手
綱

滝
忠
義

外
三
十
二
名

本
年
度
は
財
源
上
困
難
で
あ

る
の
で
新
年
度
に
お
い
て
県
補

助
を
う
け
尚
営
林
署
か
ら
資
材

の
特
売
を
得
て
是
非
設
置
さ
れ

》
（
》
声
」
‐
』
ｅ

五
、
高
萩
市
商
店
街
照
明
灯

維
持
費
補
助
要
請
請
願
書

請
願
者
高
萩
市
商
店
街
連
合

会
々
長
小
松
正
治

来
年
度
か
ら
極
力
助
成
さ
れ

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と

六
、
上
手
綱
作
道
堰
改
修
に
関

す
る
陳
情
書

陳
情
者
北
組
代
表

矢
渡
民
之
助

外
十
名

現
地
を
よ
く
調
査
の
上
善
処

す
る
こ
と

七
、
水
戸
矛
二
高
等
学
校
新

築
援
助
方
陳
情
書

陳
情
者
高
萩
地
区
父
兄
代
表

沼
田
俊
吉

隣
接
市
町
と
の
基
準
を
考
慮

し
て
助
成
方
善
処
の
こ
と

八
、
秋
山
小
字
校
施
設
緊
急

整
備
方
陳
情
書

陳
情
者
高
萩
市
立
秋
山
小
学

校
ｒ
団
Ａ
会
長大
部
貞
喜

陳
情
者
の
要
望
に
沿
う
よ
う

◎
加
入
後
保
険
料
が
払
え

な
い
と
き
は

国
民
年
金
の
保
険
料
は
年
令

に
よ
っ
て
毎
月
一
○
○
円
、
一

五
○
円
と
印
紙
に
よ
り
納
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
既
に
連

絡
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が

今
後
年
金
支
払
い
に
必
要
な
一

切
の
費
用
は
こ
の
保
険
料
と
二

分
の
一
相
当
額
の
国
庫
負
担
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ど
う
し
て
も

納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し

か
し
国
民
年
金
に
は
あ
ら
ゆ
る

階
層
の
人
達
が
対
象
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
災
害
を
受
け
た

り
失
業
等
に
よ
り
所
得
が
な
く

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
出
来

な
い
人
や
、
納
め
た
く
と
も
都

合
に
よ
り
納
め
る
こ
と
の
出
来

な
い
人
達
も
現
実
に
は
数
多
へ

努
力
さ
れ
る
こ
と
十
一
、
綜
合
グ
ラ
ン
ド
整
備
に

九
、
松
岡
小
学
校
改
築
に
関
関
す
る
陳
情
書

す
る
請
願
書
陳
情
者
高
萩
市
体
育
協
会
長

請
願
者
松
岡
小
学
校
改
築
促
矢
代
光
史

進
委
員
会
委
員
長
排
水
設
備
等
を
検
討
の
上
陳

神
代
虎
五
郎
情
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
努
力
す

外
二
、
四
六
四
名
る
こ
と

昭
和
三
十
六
年
度
当
初
予
算
十
二
、
公
民
館
設
立
に
関
す

に
計
上
し
て
実
現
す
る
こ
と
る
請
願
耆

十
、
高
萩
小
学
校
施
設
整
備
請
願
者
高
萩
市
大
字
上
手
綱

に
関
す
る
請
願
書
大
和
出
定
勝

請
願
者
高
萩
小
学
校
父
母
と
外
二
三
七
名

先
生
の
会
を
長
極
女
研
究
す
る
余
地
が
あ
る

石
安
太
郎
と
考
え
ら
れ
る
の
で
継
続
審
査

新
年
度
予
算
に
考
慮
し
て
実
と
す
る

施
さ
れ
る
こ
と
ｌ
議
会
事
務
局
Ｉ

国
民
年
金
対
象
者
の

皆
さ
ん
へ

あ
る
こ
と
上
思
い
ま
す
。

従
っ
て
こ
の
よ
う
な
人
達
の

た
め
に
、
国
民
年
金
に
も
心
配

な
く
加
入
出
来
る
よ
う
保
険
料

の
免
除
制
度
が
出
来
て
お
り
ま

す
。

こ
の
免
除
制
度
に
は
法
定
免

除
と
申
請
免
除
の
二
つ
に
分
れ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
づ
法
定
免

除
に
該
当
す
る
者
は
次
に
述
ぺ

る
よ
う
な
人
達
で
す
。

①
国
民
年
金
の
障
害
年
金

母
子
福
祉
年
金
の
受
給
権
者

で
あ
る
と
き

②
生
活
保
護
法
に
よ
る
生

活
扶
助
又
は
ら
い
予
防
法
に

よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
と
き

③
国
立
の
ら
い
擦
養
所
や

そ
の
他
の
施
設
で
あ
っ
て
厚

生
省
令
で
定
め
た
も
の
（
県

内
に
は
該
当
な
し
）
に
収
容

さ
れ
て
い
る
と
き

以
上
の
い
づ
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
市
役
所
を
通
し
て
保

険
料
免
除
の
届
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
保
険
料
は
免
除
さ

れ
ま
す
。

次
に
申
請
免
除
で
す
が
こ
れ

は

①
所
得
の
な
い
き

②
被
保
険
者
又
は
そ
の
他

の
世
帯
員
が
生
活
保
護
法
、

ら
い
予
防
法
に
よ
る
教
育
扶

助
、
住
宅
扶
助
、
出
産
扶
助

生
業
葬
祭
等
の
扶
助
を
受
け

て
い
る
と
き

③
地
方
税
法
に
よ
る
障
害

者
（
障
害
程
度
二
級
以
上
に

該
当
す
る
も
の
）
叉
は
寡
婦

で
あ
っ
て
年
間
所
得
が
一
三

万
円
以
下
で
あ
る
と
き

側
そ
の
他
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
と

き以
上
の
い
づ
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
に
は
申
請
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
免
除
さ
れ
ま
す
が
更
に

具
体
的
に
説
明
い
た
し
ま
す
と

被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の

世
帯
主
及
び
配
偶
者
の
い
づ
れ

に
も
前
年
度
分
の
市
町
村
民
税

が
賦
課
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は

免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

叉
所
得
額
の
基
準
に
つ
い
て

も
家
族
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
標
準
の
五
人
家
族
の
場
合
で

年
間
所
得
か
一
六
二
、
五
○
○

○
円
程
度
以
下
で
あ
れ
ば
必
ず

免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
外
特
別
な
も
の
と
し
て

前
年
度
に
相
当
の
所
得
は
あ
っ

て
も
当
該
年
度
に
住
宅
或
は
家

財
に
火
災
や
水
害
そ
の
他
の
災

害
に
よ
っ
て
著
し
い
損
害
を
受

け
た
時
等
も
申
請
に
よ
る
免
除

の
道
が
開
か
れ
て
お
り
ま
す
。

◎
高
令
者
の
任
意
加
入
受

付
は
今
年
度
限
り
で
す

今
年
の
四
月
一
日
現
在
で
満

五
○
才
を
超
え
五
五
才
未
満
の

者
は
経
過
的
処
置
と
し
て
任
意

加
入
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
こ
の
人
達
の
加
入
受
付
け
は

今
年
三
月
限
り
で
四
月
以
後
は

い
く
ら
希
望
が
あ
っ
て
も
加
入

す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

こ
の
拠
出
制
の
国
民
年
金
に

入
り
、
ま
す
と
六
五
才
よ
り
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
し
、
十
年
間

で
一
八
、
○
○
○
円
積
立
て
、

毎
年
九
、
六
○
○
円
、
七
○
才

か
ら
は
一
四
、
四
○
○
円
の
年

金
が
も
ら
え
。
ま
す
、
こ
の
制
度

は
高
令
者
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
極
め
て
有
利
な
制
度
で
す
。

老
後
の
生
活
プ
ラ
ン
の
一
助

と
し
て
今
の
中
か
ら
計
画
的
に

保
険
料
を
積
立
て
上
楽
し
い
生

活
を
送
っ
て
頂
く
た
め
に
該
当

者
の
全
員
加
入
を
御
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
が
希
望
者
は
早

め
に
資
格
取
得
の
届
出
を
し
て

頂
き
ま
す
。

届
出
は
印
鑑
を
持
参
下
さ
れ

ば
何
時
で
も
市
福
祉
事
務
所
で

受
付
け
ま
す
。

市
福
祉
事
務
所

国
民
年
金
係

以
上
述
べ
た
よ
う
に
被
保
険

者
の
立
場
に
立
っ
て
免
除
制
度

が
設
け
ら
れ
て
あ
り
ま
す
の
で

保
険
料
納
入
に
つ
い
て
の
心
配

は
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
皆
さ

ん
の
中
で
免
除
の
対
象
者
で
あ

る
場
合
に
は
気
軽
に
市
福
祉
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
頂
き
ま

す
。
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覚
し
、
目
か
ら
生
き
ぬ
こ
う
と

市
立
矛
一
幼
稚
園
で
は
、
昭
一
、
入
園
許
可
の
条
件

和
三
十
六
年
度
の
園
児
募
集
を
㈹
園
医
の
健
康
診
断
を
う
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ
ま
す
」

つ
ぎ
に
よ
っ
て
行
な
い
ま
す
。
け
、
身
体
強
健
で
、
伝
染
た
め
の
祝
Ⅲ
に
な
っ
て
い
ま

一
、
募
集
人
員
五
十
名
性
疾
患
が
な
い
と
認
め
ら
す
。
そ
れ
で
は
お
と
な
に
な
つ

一
、
応
募
資
格
本
市
内
居
れ
た
こ
と
た
と
い
う
の
は
、
法
律
上
は
い

住
者
で
、
昭
和
三
十
六
年
四
同
通
園
が
無
理
で
な
い
こ
つ
を
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

月
一
日
ま
で
に
、
満
五
才
と
と

な
る
者
例
保
護
者
が
入
園
金
、
授
燕
ゞ
民
法
ゆ
迷
一
緊
侭
満
二

授
括
年
詞
獅
到
で
碇
雫
却
す
詠
些

郷
し
き
新
年
を
迎
へ
皆
様
と
共

に
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

高
萩
市
誕
生
以
来
六
年
目
の
新

春
を
迎
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
が

こ
の
五
ヶ
年
間
に
国
家
の
興
隆

と
と
も
に
高
萩
市
も
堅
実
な
る

進
展
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た

事
は
ご
同
慶
に
た
え
な
い
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
も
幾
多
の
な
す

成
謝
人
溌
と
罷
法
興
律

べ
き
事
業
が
目
前
に
山
積
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
大
き
な
事
業
計

画
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
と
、

八
成
人
の
日
を
迎
え
る
人
々
に
Ｖ

一
、
ダ
ム
の
姓
設

一
、
高
等
学
校
の
新
設
一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
日
に
関
す
る
法
律
に
よ
れ
ば

一
、
東
西
地
区
を
結
ぶ
跨
線
で
す
。
こ
の
日
は
、
国
民
の
祝
「
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
目

一
、
応
募
手
続
保
護
者
は
業
料
を
納
期
日
ま
で
に
完
つ
た
と
き
が
お
と
な
（
成
人
）

所
定
の
入
園
許
可
願
に
、
幼
納
で
き
る
こ
と

一
、
備
考
㈹
入
園
金
は
五
に
な
っ
た
と
き
と
考
え
ら
れ
て

児
の
住
民
登
録
抄
本
を
添
え

壺
叩
で
援
鐸
耕
諏
病
癖
唾
い
ま
す
。

幼
稚
園
へ
提
出
す
る
。

一
、
募
集
期
間
昭
和
三
十
い
月
も
徴
入
し
ま
す
。
口
労
仙
基
準
法
や
児
童
福
祉
法

癖
轆
獅
露
部
錘
岬
碓
一
口
地
な
ど
の
よ
う
に
年
少
者
あ
る
い

六
年
二
月
一
日
か
ら
同
月
二

十
二
日
ま
で
せ
下
さ
い
。
は
児
童
と
そ
う
で
な
い
者
と
の

で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

◎
園
児
募
集
い
う
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
の

い
う
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
の

橋
の
新
設

一
、
秋
山
中
学
校
の
新
設

（
継
続
）

一
、
松
岡
小
学
校
の
改
築

一
、
懸
案
の
渚
企
業
の
誘
致
等

い
づ
れ
の
事
業
計
画
を
取
上
げ

て
も
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

莫
大
な
財
源
と
努
力
を
必
要
と

し
容
易
で
は
こ
ざ
い
ま
せ
ん
、

市

小驚
松『：

正

弘ム
イロ

、
一
般
に
は
満
二
十
才
に
な

し
か
し
高
萩
市
の
将
来
の
た
め

に
は
ど
う
し
て
も
遂
行
し
て
行

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
幸
い
三

十
五
年
度
に
お
き
ま
し
て
こ
れ

ら
の
諸
事
業
の
完
遂
の
た
め
の

機
関
と
し
て
市
議
会
の
中
に
綜

合
開
発
審
議
会
と
高
等
学
校
新

設
零
議
会
を
設
置
致
し
ま
し
て

市
の
執
行
部
も
議
決
機
関
で
あ

る
市
議
会
も
一
致
協
力
し
て
事

業
完
遂
の
た
め
に
迦
進
す
る
事

に
な
っ
た
次
矛
で
す
。

何
卒
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
絶
大
な
る
御
支
援
御
協

力
を
是
非
と
も
お
願
い
申
上
げ

ま
す
、
そ
し
て
私
達
の
理
想
と

す
る
大
高
萩
市
の
建
設
を
一
歩

一
歩
達
成
致
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
、
“
年
頭
に
当
り
お
願
を

申
上
げ
御
挨
拶
に
代
え
る
次
才

で
あ
り
ま
す
。

区
別
の
基
準
を
満
十
八
、
イ
と
か

十
六
才
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ

に
お
い
て
い
る
法
律
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
法
律
の
目
的
や
趣
旨
に
よ
っ

て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
一
般
に
は
民
法
に
き
め
ら

れ
て
い
る
満
二
十
才
が
子
ど
も

と
成
人
の
区
別
の
基
準
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
格
者
と
し
て
の

行
為
能
力
を
も
つ

成
年
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
法
律
上
一
人
前
の
人
格
者

と
し
て
、
完
全
な
行
為
能
力
を

持
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
成
年
に
達
す
る
ま
で
の

者
、
す
な
わ
ち
未
成
年
者
は
、

法
律
上
、
商
売
を
し
た
り
、
契

約
を
し
た
り
、
そ
の
他
い
ろ
い

ろ
の
こ
と
を
す
る
の
に
能
力
の

上
で
制
限
を
受
け
て
い
ま
す
。

未
成
年
者
は
、
こ
う
い
う
こ
と

を
す
る
の
に
は
、
原
則
と
し
て

い
ち
い
ち
法
定
代
理
人
の
同
意

が
い
り
ま
す
。
同
意
を
得
な
い

で
し
た
行
為
は
、
あ
と
で
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

し
か
し
、
成
年
に
達
す
る
と
い

っ
さ
い
こ
う
い
う
制
限
は
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
、
自

分
の
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

自
分
で
責
任
を
負
わ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
民

法
、
商
法
と
い
う
よ
う
な
私
法

関
係
と
い
わ
れ
る
面
ば
か
り
で

な
く
、
国
と
か
地
方
公
共
団
体

の
機
関
を
相
手
と
し
て
、
届
出

や
、
申
請
を
す
る
公
法
上
の
関

係
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

選
挙
す
る
権
利
と

責
任
を
も
つ

さ
ら
に
法
律
上
成
人
に
な
っ

た
こ
と
の
重
大
な
意
義
は
、
国

政
に
参
与
す
る
能
力
を
取
得
す

る
こ
と
で
す
。
憲
法
矛
十
五
条

矛
二
項
は
「
公
務
員
の
選
挙
に

つ
い
て
は
、
成
年
者
に
よ
る
普

通
選
挙
を
保
障
す
る
」
と
定
め

て
お
り
、
こ
れ
に
韮
づ
い
て
、

公
賑
選
挙
法
は
、
満
二
十
才
に

達
し
た
者
に
は
、
衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員
な
ら
び
に
地
方
公

共
団
体
の
長
お
よ
び
議
会
の
議

員
な
ど
を
選
挙
す
る
権
利
が
付

与
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い

ま
す
。選
挙
権
と
い
う
も
の
は
国
民

主
権
を
基
礎
と
す
る
新
憲
法
の

も
と
で
は
、
国
民
の
も
つ
も
つ

と
も
基
本
的
な
権
利
で
、
政
治

を
よ
く
し
て
わ
れ
わ
れ
の
社
会

を
住
み
よ
い
幸
福
な
も
の
に
す

る
こ
と
も
、
反
対
の
方
向
に
こ

れ
を
導
く
こ
と
も
柔
な
こ
の
選

挙
権
の
行
使
の
し
か
た
い
か
ん

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
成
人
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
与
え
ら

｜

’
■I‘ .「碇

「

勉迄重重
本月の納税は

市県民税
国民健康保険税

才4期です
1月31日までにお納め下さい

下記の地区へは係員が出張いた

しますからご利用下さい。

旧上君田出張所

1月3'日{穂'繋裟
下手綱公民舘

1月3'日鰯'繋巽

れ
る
最
大
の
、
も
つ
と
も
重
要

な
法
律
上
の
変
化
は
、
こ
の
選

挙
権
の
取
得
だ
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
（
国
会
議
員
や
地
方
公

共
団
体
の
長
、
議
員
な
ど
に
選

ば
れ
る
権
利
す
な
わ
ち
被
選
挙

権
は
、
も
つ
と
社
会
の
実
情
に

触
れ
て
か
ら
と
い
う
意
味
で
、

二
十
五
才
以
上
と
か
三
十
才
以

上
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
）
以
上
述
べ
た
ほ
か
、
成
人
に

な
っ
た
こ
と
に
に
よ
つ
て
、
ほ

か
に
い
ろ
い
ろ
と
法
律
上
の
取

扱
い
が
変
っ
て
き
ま
す
。
刑
事

法
規
に
触
れ
る
よ
う
な
悪
い
こ

と
を
し
た
場
合
も
、
二
十
才
に

な
る
ま
で
は
少
年
法
に
よ
っ
て

特
別
な
扱
い
を
受
け
ま
す
が
、

二
十
才
を
す
ぎ
れ
ば
一
人
前
の

自
覚
の
あ
る
人
間
の
し
た
行
為

と
し
て
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

要
す
る
に
、
成
人
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
、
肉
体
的
、
精
神
的

に
お
と
な
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
法
律
の
上
で
も
、
一
人
前

の
責
任
感
と
自
覚
の
あ
る
り
つ

ぱ
な
青
年
と
し
て
取
扱
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う

こ
と
を
は
っ
き
り
と
考
え
て

成
人
の
日
を
迎
え
る
覚
悟
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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市
内
中
央
本
町
春
日
町
と
東

本
町
と
を
結
び
常
磐
線
と
立
体

交
差
す
る
陸
橋
が
此
の
程
完
成

し
た
の
で
そ
の
渡
り
初
め
式
が

十
二
月
二
十
四
日
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

橋
名
は
高
萩
陸
橋
と
命
名
今
後

市
街
地
中
央
の
東
西
を
結
ぶ
重

要
幹
線
道
路
と
し
て
そ
の
果
す

役
割
は
重
且
つ
大
な
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
此
の
陸
橋
は
昭
和

三
十
年
度
に
そ
の
工
事
を
開
始

し
六
ケ
年
継
続
の
都
市
計
画
事

業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
こ
の

程
や
つ
と
完
成
を
み
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。 完

成
な
っ
た
高
萩
陸
橋

工
費
五
千
六
百
八
十
万
円
で

$
．
Ⅱ
３

鱗
職 工

事
開
始
以
来
現
在
迄
の
事
業

経
過
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と

、
事
業
経
過

高
萩
陸
橋
は
橋
長
四
七
、
一

米
有
効
巾
員
八
米
常
磐
線
の
交

流
電
化
に
伴
い
建
築
限
界
を
地

上
面
よ
り
五
、
四
五
米
の
空
間

と
二
○
、
五
五
米
の
中
央
経
間

を
必
要
と
す
る
た
め
ゲ
ル
バ
ー

式
鋼
板
桁
橋
を
採
用
し
た
。

取
付
道
路
は
二
六
八
、
三
米

巾
員
九
、
五
’
十
一
米
路
面
は

粗
粒
式
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
と
し
た
。

事
業
名
都
市
計
画
街
路
安
良
川
高

蕊識

高萩陸橋渡り初め式

蕊

萩
線
街
路
（
立
体
交
差
）

工
事

事
業
費
五
六
、
八
○
一
千
円

場
所
高
萩
市
東
本
町
、
春
日
町

本
町
地
内

資
材
そ
の
他

セ
メ
ン
ト
六
二
五
屯

鋼
材
一
七
四
屯

盛
土
量
一
三
、
六
九
○
粒

廷
人
員
一
言
四
○
○
人

着
工
昭
祁
三
十
一
年
一
月

竣
工
昭
和
州
五
年
十
二
月

＠
踏
切
廃
止

高
萩
陸
橋
の
完
成
に
伴
い
今

ま
で
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

た
市
中
央
部
東
西
を
縦
断
す
る

唯
一
の
通
路
で
あ
っ
た
肥
前
町

踏
切
り
が
一
月
十
五
日
午
後
四

時
限
り
廃
止
さ
れ
ま
す
。

1月15日限り廃止になる肥前町踏切

市
で
は
さ
き
に
高
萩
市
青

少
年
補
導
推
進
委
員
会
を
結
成

（
昭
和
三
十
四
年
七
月
十
四
日

結
成
）
し
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
市
全
域
に
わ
た
っ
て
の
青

少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て
の
対

策
や
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。こ
の
事
業
は
目
に
見
え
ぬ
教
育

事
業
で
あ
り
世
相
の
激
し
く
転

変
す
る
中
で
、
は
な
は
だ
困
難

を
き
わ
め
て
い
る
の
が
実
状
で

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
会
で
は

こ
の
事
業
活
動
を
よ
り
一
層
強

力
に
推
進
さ
せ
る
た
め
に
、
特

に
地
域
性
か
ら
見
て
複
雑
を
帯

び
て
い
る
秋
山
学
区
（
秋
山
支

部
）
を
モ
デ
ル
地
区
に
設
定
し

（
し
か
し
こ
れ
は
地
域
の
自
主

的
な
盛
り
あ
が
り
に
よ
っ
て
出

来
た
も
の
で
あ
る
）
少
年
補
導

協
議
会
の
名
称
の
も
と
に
、
家

庭
と
直
結
し
た
補
導
体
制
を
確

立
し
、
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

少
年
補
導
協
議
会
で
は
す
で
に

数
回
に
わ
た
り
健
全
育
成
と
補

導
対
策
に
つ
い
て
の
協
議
会
を

開
き
、
来
年
の
三
月
ま
で
に
、

趣
旨
の
普
及
、
有
害
環
境
の
整

理
、
家
庭
訪
問
、
非
行
少
年
の

調
査
等
を
行
う
計
画
を
も
っ
て

い
ま
す
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

会
の
特
徴
と
し
て
い
み
誇
亜
Ａ

秋
山
学
区
を
少
年
補
導

モ
テ
ル
地
区
に
設
定

の
補
導
部
、
児
童
委
員
、
社
会

救
育
関
係
者
、
炭
砿
労
務
課
の

方
之
を
も
う
ら
し
各
家
庭
と
直

毎
年
、
年
頭
を
飾
る
体
育
行
事

の
一
つ
で
あ
る
市
内
一
周
駅
伝

大
会
も
今
回
で
矛
九
回
を
迎
え

る
に
至
り
、
本
年
は
一
月
二
十

九
日
（
日
）
に
実
施
す
る
運
び

に
な
り
ま
し
た
。
市
民
各
位
の

ご
声
援
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

本
大
会
は
一
般
と
中
学
の
二
部

に
分
れ
る
が
コ
ー
ス
は
同
一
で

あ
る
。
一
般
は
五
区
（
市
役
所

Ｉ
関
口
ｌ
北
方
ｌ
市
役
所
高
萩

中
ｌ
市
役
所
）
中
学
は
六
区

（
市
役
所
ｌ
川
側
ｌ
関
口
、
以

下
一
般
と
同
じ
）
で
あ
る
。
申

込
み
ま
た
は
そ
の
他
の
問
合
せ

に
つ
い
て
は
市
役
所
内
教
育
委

員
会
事
務
局
（
電
話
五
五
一
の

三
五
）
で
行
っ
て
お
り
ま
す
か

ら
申
し
出
ら
れ
る
よ
う
御
願
い

致
し
ま
す
。
な
お
参
考
ま
で
に

昨
年
の
記
録
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

才
九
回

高
萩
市
駅
伝
大
会

一
般
の
部
一
位

パ
ル
プ
－
時
間
鯛
分
幅
秒

中
学
の
部
一
位

高
萩
中
Ａ
１
時
間
銅
分
記
秒

結
し
た
部
落
ぐ
る
み
の
補
導
体

制
が
確
立
さ
れ
て
も
、
上
記
の

よ
う
な
活
動
が
な
さ
れ
て
も
結

局
は
各
家
庭
の
父
兄
の
御
理
解

と
並
々
な
ら
ぬ
御
協
力
が
な
け

れ
ば
こ
の
事
業
を
成
し
遂
げ
る

こ
と
は
出
来
得
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
各
位
の
御
協
力

を
御
願
い
致
し
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
の
成
人
式
典
を

左
記
の
日
程
に
よ
り
挙
行
い
た

し
ま
す
か
ら
、
該
当
者
は
も
れ

な
く
御
参
加
下
さ
る
よ
う
願
い

ま
す
。
さ
き
に
連
絡
員
を
通
じ

て
該
当
者
昭
和
十
五
年
一
月
十

六
日
よ
り
昭
和
十
六
年
一
月
十

五
日
ま
で
の
出
生
者
の
調
査
を

し
ま
し
た
が
、
こ
の
調
査
に
洩

れ
た
方
で
も
結
構
で
す
か
ら
、

前
日
の
際
は
市
役
所
内
教
育
委

員
会
、
当
日
の
際
は
受
付
へ
申

し
出
ら
れ
る
よ
う
願
い
ま
す
。

記

一
、
期
日
一
月
十
五
日
午
前

十
時
開
式
（
受
付
九
時
’

十
時
）

二
、
場
所
高
萩
高
等
学
校
体

育
館

成
人
式
典
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